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「研究目的」

ラグビーは他のスポーツに比べルール改正が頻繁

に行われるスポーツであり、２００８年５月１日、

アイルランド、ダブリンでＩＲＢの理事会が開か

れ、実験的競技規則に関する話し合いが行われた。

試験的実施ルール（ＥＬＶ）の導入が決定した。

このＥＬＶ導入は従来のラグビーの試合展開、戦

術を変えることを狙って行われたものである。こ

のようにルールが変化することにより、各チーム

は勝つためにルールに最も適応した戦術を考える

ので、プレーや試合内容に様々な影響が及ぶ。こ

の影響を明らかにすることで、大学レベルにおけ

るＥＬＶ導入が試合、そしてプレーに与えた影響

について明らかにすることを目的とする。

「分析方法」

２００７シーズンと２００８シーズン、２００９

シーズンの大学選手権での７試合、合計２１試合

について比較しキック、カウンターアタック、ラ

インアウト、ラインアウトモール、スクラム、ラ

ック、ペナルティーゴール、総得点の８項目につ

いてデータを収集し、この８項目の総数、平均値

を取り各シーズンで比較することで、ＥＬＶ導入

による変化をみる。

「分析結果」

２００７シーズンに比べ２００８シーズンでは、

キックは８本、カウンターアタックは４７回、ラ

ックは１２０回、ペナルティーゴールは６本、総

得点は１５４点の増加、スクラムは８本、ライン

アウトは７０本、ラインアウトモールは２２本の

減少が見られた。２００８シーズンに比べ２００

９シーズンではキックは４８本、ラインアウトは

５４本、ラインアウトモールは３０本、ペナルテ

ィーゴールは２本の増加、スクラムは３２本、ラ

ックは８７回、総得点は５６点の減少が見られた

「考察」

ＥＬＶ導入によってキックの種類が変化したこ

とで、ラインアウト減少という結果になったと考

えられる。またこのことからカウンターはノータ

ッチキックの蹴り合いが続き、その中でカウンタ

ーに移行するという攻撃パターンが確立されたこ

とで増加した結果となったと考えられる。モール

の引き倒しが可能となったことでラインアウトモ

ールが有効な攻撃オプションでなくなり、ライン

アウトモール数の減少という結果につながったと

考えられる。またスクラムに関してはスクラムか

らのセット AT の難易度に変化はなく、ペナルティ

ーからもスクラムを選択するチームが増加しなっ

たことから、スクラムの数に有意な差はみられな

い結果となった考とえられる。ペナルティーゴー

ルは得点を狙う攻撃パターンがゴール前のペナル

ティーではモールではなくペナルティーゴールを

狙うというパターンに変化したこと増加した結果

となったと考えられる。ＥＬＶ本格導入によって

モールディフェンスとして引き倒しが可能であっ

たが、ＥＬＶ本格導入後これが反則となりライン

アウト、ラインアウトモールが増加したと考えら

れる。しかし、ラインアウトモールが増加したに

も関わらず総得点が減少していることから２００

９シーズンは各大学ディフェンスのレベルがかな

り高いものであったといえる。そのため、敵陣に

入るためにキックの数が増え両チームによる蹴り

合いが続き、試合がノータッチキックの蹴り合い

というキック合戦となり敵陣でのペナルティーキ

ックの選択を、ペナルティーゴールを選択するこ

とに変化はなかったと考えられる。

「結論」

ＥＬＶ導入による大学レベルでの変化について

以下の２点を結論とする。１．導入によって敵陣

でのペナルティーキックではペナルティーゴール

を選択することが増加し、得点パターンが変化し

た。２．両チームによる蹴り合いが続き、試合が

ノータッチキックの蹴り合いというキック合戦化

した傾向が強まった。


